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実践の目的と⼿⽴て
ESDの視点の獲得

未来の社会に不可⽋な資質・能⼒
30余年の教育水田活動による下地
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①各学年に応じた指導計画の作成
②日常との「ブリッジング」

③学習過程の工夫とICD機器の活用



年間指導計画の作成
学年ごとの目標

＜具体の資質・能⼒表＞ ＜資質・能⼒の育成場⾯＞ ＜年間指導計画＞
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低学年 中学年 ⾼学年

目
標

周囲の環境を通して
体験できることの楽
しさを実感する。

環境を構成する
要素についての
理解を深める。

身近な環境を維持・改
善するために、協⼒し
て環境に働きかける。



年間指導計画の作成

◆総合的な学習（６年）
地域の環境に関わる活動→公園の清掃や朝会での呼びかけ
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日常とのブリッジング
学習を⾃らの日常に紐付ける発想

学校⾏事を切り⼝
教科の学習や家庭との協⼒
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①宿泊体験などを活用した土台作り
②理科や総合などでの学習
③親子で学ぶわくわく教室



日常とのブリッジング

◆⼤池（４年）→ 三浦（５年）→ 日光（６年）
全体を貫くめあて「自然と関わること」→系統性を確保
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7

◆理科︓電気の利⽤（６年）
学校の消費電⼒の問題をプログラミングで解決する学習

日常とのブリッジング



ICT機器の活用
理科学習の流れ

＜機器の活用場⾯＞
課題の追求︓実験や観察の再現
考えの交流︓思考の表現ツール
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単元の流れ

場⾯ 関心を
高める場

課題を
追究する場

考えを交流
して深める場

理論の実践
を⾏う場

視点 ESD ICT ICT ESD



ICT機器の活用 9

◆実験の記録動画としての活⽤︓サーモインクの変化（４年）
何度も動画を確認することで、温まり⽅についての考えが変容



ICT機器の活用 10

◆考えを表現するツールとしての活⽤︓振り子の動き（５年）
スライドの動画を取り込んで提示し、説明の根拠として活用



実践の成果と測定
SDGsへの理解を深める学習

＜フェスティバル＞
全学年で水田活動とSDGsとのつ
ながりや⾥⼭の役割についての学
習を⾏った。

＜日光修学旅⾏＞
訪れた足尾銅⼭の当該地域におけ
る意義について、SDGsの視点か
ら捉え直す学習を⾏った。
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実践の成果と測定
アンケートやマッピングの分析
アンケート︓理科学習に関わる１５項目の設問
マッピング︓｢環境を守る｣を出発点として実施
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1 2 3 4 肯定 否定 変化

66.1 30.4 1.8 1.8 96.5 3.6

41.5 49.1 9.4 0.0 90.6 9.4

76.8 21.4 1.8 0.0 98.2 1.8

58.5 37.7 3.8 0.0 96.2 3.8

64.3 30.4 3.6 1.8 94.7 5.4

52.8 39.6 7.5 0.0 92.5 7.5

71.4 25.0 3.6 0.0 96.4 3.6

77.4 20.8 1.9 0.0 98.1 1.9

82.1 12.5 5.4 0.0 94.6 5.4

77.4 18.9 1.9 1.9 96.2 3.8

48.2 41.1 8.9 1.8 89.3 10.7

26.4 54.7 18.9 0.0 81.1 18.9

42.9 33.9 17.9 3.6 76.8 21.5

24.5 39.6 28.3 7.5 64.2 35.8

72.7 20.0 5.5 1.8 92.7 7.3

60.4 30.2 5.7 3.8 90.6 9.4

41.8 32.7 16.4 9.1 74.5 25.5

32.1 45.3 18.9 3.8 77.4 22.6

21.8 10.9 27.3 40.0 32.7 67.3

15.1 17.0 43.4 24.5 32.1 67.9

27.3 34.5 27.3 10.9 61.8 38.2

15.1 47.2 30.2 7.5 62.3 37.7

47.3 38.2 10.9 3.6 85.5 14.5

34.6 48.1 17.3 0.0 82.7 17.3

49.1 29.1 16.4 5.5 78.2 21.9

41.5 54.7 3.8 0.0 96.2 3.8

29.1 40.0 23.6 7.3 69.1 30.9

20.8 54.7 22.6 1.9 75.5 24.5

45.5 41.8 10.9 1.8 87.3 12.7

62.3 30.2 7.5 0.0 92.5 7.5

上段：第１回　下段：第２回

(5.9)

(2.0)

(2.2)

1.7

1.6

(8.2)

(12.6)

(2.1)

2.9

(0.6)

14
理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が間違って
いないかを振り返って考えていますか

15
今，社会のことがらや自然のことがらに，「不思議だ
な」「おもしろいな」などと思いますか

13
理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなこと
が分かったのか考えていますか

0.5

(2.8)

18.0

6.4

5.2

上段：第１回　下段：第２回

11
理科の授業で，自分の考えをまわりの人に説明したり発
表したりしていますか

12
理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画
を立てていますか

8
自然の中で遊んだことや自然観察をしたことがあります
か

9
理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用でき
ないか考えますか

10
将来，理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思い
ますか

7
理科に関する映像や本を、自分から進んで見ようと思い
ますか。

6
理科の学習で考えたことを文や図で表現することは好き
ですか。

2 理科の勉強は、大切だと思いますか。

1 理科の勉強が好きですか。

5 理科の観察・実験は、好きですか。

4 理科の授業の内容は、分かりますか。

3
理科の勉強をすれば、自分自身のふだんの生活や社会に
出て役立つと思いますか。



実践の成果と測定
ESDの視点の獲得
◇３つの⼿⽴て
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アンケート分析
ブリッジ

ング
｢社会や自然のことがらへの興味｣
｢理科学習の⽣活への活用｣

学習過程
の工夫と
ICD活⽤

｢観察や実験の結果からの考察｣
｢観察や実験の振り返り｣
｢予想をもとにした観察や実験の計画｣

指導計画 プラスの変化が複数学年で⾒られた

プラス
の変化



実践の成果と測定
ESDの視点の獲得
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マッピング分析『環境を守る』

ESDの
概念

｢多様性｣や｢相互性｣の概念
｢共生｣への態度

SDGs

の
項目

｢気候変動｣｢海や陸の豊かさ｣
→ 自然に直接的だが抽象的な目標

｢健康｣｢町づくり｣｢責任ある⽣産･消費｣
→ 自然に間接的だが具体的な目標

視点の
変容・獲得



これからに向けて
研究を通しての成果物

①ESDを柱とした年間指導計画
②理科学習の流れ
③情報活⽤能⼒の育成プラン
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児童の実態や、社会に求められる
資質・能⼒に合わせた

ブラッシュアップと積極的な発信



ご清聴ありがとうございました
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